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市民公開 映画上映・シンポジウム 
「阿武隈における山の暮らしの現状と再生」 

 

 

藤原遥准教授は今年 4 月に本学の経済経営学類に着任し、ゼミの一期生を迎

え入れ、田村市都路町を拠点に阿武隈地域における山の暮らしの再生をテーマ

に現地調査を実施しています。 

そしてこの度、阿武隈地域の住民の方々とともに山の暮らしの再生にむけて

本格的に取り組んでいくためのキックオフ企画として、12 月 13 日(金)に市民公

開の映画上映会・シンポジウムを本学にて開催します。 

本企画では、東京電力福島第一原子力発電所事故（以下、福島原発事故）に

よる山の暮らしの被害実態を踏まえたうえで、当事者、椎茸原木・椎茸生産者

が再生に向かう姿を記録した映画監督、山の放射能汚染対策に関わってきた研

究者とともに山の暮らしの再生のあり方について検討することを目的としてい

ます。藤原遥ゼミ一期生による現地調査の活動報告も予定しております。 

開催にあたり事前の周知及び当日の取材をよろしくお願いいたします。 

 

阿武隈地域は、広葉樹の豊富な阿武隈山系に囲まれ、山の資源に依拠した生

活、生業を営んできた地域です。広葉樹林を活用し、椎茸原木・椎茸生産が行

われてきました。しかし、福島原発事故により、山の資源が汚染され、生活や

生業における被害が続いています。8年経った現在においても、山の資源にはい

まだ放射性物質の基準値を超えるものが多くあり、利用に制約がかかっていま

す。山の資源に依拠した生活や生業、そしてそれらを通じて存在していた文化

やコミュニティも衰退の危機に直面しています。 

 今回上映する映画は、放射能汚染により椎茸原木・椎茸の出荷がほぼ止まっ

た状態である阿武隈地域の生産者が置かれている現状と再生に向かう姿を描い

たドキュメンタリー映画となっております。今年完成され、9月にポレポレ東中

野で初上映されました。監督が福島県郡山市に居を移して 5 年間撮り続けて完

成した作品です。 
 

【 藤原遥ゼミ一期生について 】 

 田村市都路町を拠点に山の暮らしの再生に向けた実践的研究を行なっていま

す。今回のシンポジウムでは、都路町における福島原発事故による山の生活・

生業および地域コミュニティへの影響について報告します。 

（お問い合わせ先） 
経済経営学類准教授 藤原遥 
電 話：024-548-8361 
メール：h-fujiwara@econ.fukushima-u.ac.jp 




